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院長　野 鼠鑑彌
　平成7年に計画が始まり9年に着工した当院の新築工事は、平成15年12月15日をもってすべて無事
竣工することが出来ました。着工後まもなく社会保険庁を取り巻く厳しい政治状況の中で、施設整備
費が大幅に削減となり7年かかりましたが、社会保険庁、北海道社会保険事務局、全社連など関係各
位のご支援を受けて下の外観写真のような新病院を建築して頂けたことは大変有難く心より御礼申し
上げるものであります。
　もとより社会保険病院の使命は、模範的な社会保険診療を実施すること、国の医療政策の基礎とな
る各種調査研究への協力、社会保険診療の定点観測点として試行的取り組みを率先して行うとともに、
生活習慣病などの健診事業の推進、社会保険診療の充実・発展に寄与する地域の中核的医療機関とな
ることです。札幌のこの地域でその役割をどのように果たしていくか大きな責任を負っていると思い
ます。
　既に平成13年の新病棟落成を機に当院では診療部門の強化、診療支援システムの導入、高度医療機
器の整備などを行ってきました。平成15年は、3月の外来棟の完成により外来患者様へのサービスは
大幅に改善したと思います。早速院内全面禁煙の実施がなされ、4月には皮膚科常勤医師の赴任、厚
生労働省の臨床研修病院の指定、7月には血液膠原病内科の新設によりこの地域になかった診療科の
要望にこたえられるようになりました。また8月からはDPCの予備調査に参加し、16年度の試行に向
けて準備を開始しています。12月には旧外来棟撤去のあとに169台収容の正面駐車揚が完成し、すべて
の工事が終了しました。終わりあれば始めありで、16年からは減価償却費の名目で多額の資金返済が
始まりました。健全経営のために職員一丸となった一層の努力が必要となります。
　最後に残念なことですが、北海道社会保険看護専門学校はこの3月12日に41期生24名の卒業を最後
に43年間の歴史を閉じることになりました。20名の定員で新カリキュラム改編に対応して改築整備し
て継続することは、社会保険病院の厳しい経済環境の中で予算的に難しいことから関係機関と協議し
閉校を決断したものです。当院としても急性期病院として大学卒業の看護師も採用する時代であり一
つの区切りと思います。総数847名の卒業生を数えますが、その多くが当院をはじめ全国の社会保険病
院で看護師（婦）として活動しています。同窓生の皆さんの今後の活躍と発展を祈ります。
　昨年の紀要からもう1年という時の速さを感じますが、目まぐるしく出てくる課題の多さ、大きさ
は激動の時代の反映というほかありません。編集委員の皆さんには多忙の中、大変な努力により短期
に発刊の準備を進めて頂いたことに感謝し、この紀要が来るべき年への職員の協力の源になることを
期待します。
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